
表 2 海底ごみ組成調査結果（平成 30 年 12 月 14 日調査）

大分類 小分類 個数(個) 重量(g) 容積（L） 個数(％) 重量(％) 容積(％)

段ボール 4 131 1.0 0.1 0.1 0.0

容器包装紙類 4 32 1.0 0.1 0.0 0.0

紙パック 8 302 10.0 0.3 0.1 0.3

新聞・雑誌・広告等 0 0 0.0 － － －

その他 14 388 2.0 0.5 0.2 0.1

30 853 14.0 1.1 0.4 0.4

ＰＥＴボトル 240 12981 360.0 8.6 5.4 11.5

ビニール袋 400 35011 555.0 14.3 14.7 17.7

容器包装（軟質） 422 11482 265.0 15.1 4.8 8.4

容器包装（硬質） 282 5389 250.0 10.1 2.3 8.0

レジ袋 494 16421 295.0 17.6 6.9 9.4

発泡トレイ 2 23 1.0 0.1 0.0 0.0

発泡スチロール 23 1434 55.0 0.8 0.6 1.8

その他 112 10972 205.0 4.0 4.6 6.5

1975 93713 1986.0 70.5 39.2 63.3

ゴム類 ゴム類 42 5322 35.0 1.5 2.2 1.1

42 5322 35.0 1.5 2.2 1.1

天然物 114 16437 190.0 4.1 6.9 6.1

人工物 32 7597 61.0 1.1 3.2 1.9

146 24034 251.0 5.2 10.1 8.0

衣類 155 29719 125.0 5.5 12.4 4.0

袋類 51 16964 170.0 1.8 7.1 5.4

漁網 110 22689 230.0 3.9 9.5 7.3

その他 1 949 1.0 0.0 0.4 0.0

317 70321 526.0 11.3 29.4 16.8

厨雑芥 厨雑芥 0 0 0.0 － － －

0 0 0.0 － － －

金属類（缶） 239 8252 131.0 8.5 3.5 4.2

金属類（その他） 5 225 2.0 0.2 0.1 0.1

ガラス類（ビン） 17 7028 25.0 0.6 2.9 0.8

ガラス類（その他） 1 13 0.1 0.0 0.0 0.0

機械・器具（（家庭）家電製品等） 9 5523 25.0 0.3 2.3 0.8

機械・器具（（事業）工作機器等） 2 703 1.0 0.1 0.3 0.0

機械・器具（（事業）漁業器具等） 12 16135 120.0 0.4 6.8 3.8

土砂・がれき 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 6 6860 20.0 0.2 2.9 0.6

291 44739 324.1 10.4 18.7 10.3

2801 238982 3136.1 100.0 100.0 100.0

繊維類計

厨雑芥計

不燃物

不燃物計

合計

プラスチック類

プラスチック類計

ゴム類計

木片・わら類

木片・わら類計

繊維類

分類 測定値 全量に占める割合※

紙類

紙類計

※全量に占める割合は，小数点第 2 位で四捨五入したため加算値が 100%とならないことがある
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PM２．５成分組成（平成 30 年度） 

 
 

環境科学課 大気担当 
  

１ はじめに 

 

福岡市では，平成 22 年 3 月 31 日に改正された「大気

汚染防止法第 22 条の規定に基づく大気の汚染の常時監

視に関する事務の処理基準について」に基づき，平成 23
年秋季より PM２．５の成分分析を市役所測定局（以下，

「市役所局」とする．）で開始した．平成 25 年度からは

元岡測定局（以下，「元岡局」とする．），平成 26 年度

からは西新測定局（以下，「西新局」とする．）をそれ

ぞれ追加し，以降平成 30 年度まで 3 測定局で成分分析を

実施した． 

本報告では，平成 30 年度に実施した市役所局，元岡局

及び西新局における PM２．５質量濃度並びに PM２．５の主

要成分であるイオン成分，炭素成分及び無機元素成分の

測定結果について述べる．  
 

 

２ 調査方法 

 

2.1 調査地点及び調査期間 

 調査地点である大気常時監視測定局の市役所局（北緯

33 度 35 分，東経 130 度 24 分），元岡局（北緯 33 度
35 分，東経 130 度 15 分）及び西新局（北緯 33 度 35 分，

東経 130 度 21 分）を図 1 に示す．市役所局は，福岡市

の中心地である天神に位置する一般環境大気測定局であ

る．用途区分は商業地域であり，周辺には多くの商業施

設が立ち並ぶとともに，交通の要所となっているため，

交通量も非常に多い．元岡局は，市役所局から西に約

14km の場所に位置する一般環境大気測定局である．用

途区分は市街化調整区域であり，周辺には住宅と田畑が

あり，付近の道路の交通量はさほど多くない．西新局は，

市役所局と元岡局のほぼ中間に位置する自動車排出ガス

測定局である．用途区分は商業地域であり，周辺には商

業施設が多く，主要道路に近い．  
調査は，以下の期間で実施した．  

 

・ 春季（平成 30 年 5 月 9 日～5 月 23 日） 
・ 夏季（平成 30 年 7 月 19 日～8 月 2 日） 
・ 秋季（平成 30 年 10 月 18 日～11 月 1 日） 
・ 冬季（平成 31 年 1 月 17 日～1 月 31 日） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 調査地点 
 

2.2 試料採取及び分析方法 

試料採取及び分析方法は，「大気中微小粒子状物質

（PM2.5）成分測定マニュアル」１）に従った． 
試料採取は，すべての測定局でローボリウムエアサン

プラー（柴田科学製：LV-250R）を用いて行った．フィ

ルターは，サポートリング付き PTFE フィルター

（Whatman 製）及び石英フィルター（Pall 製）を使用し

た． 
PM２．５質量濃度測定は，捕集前後に PTFE フィルター

を温度 21.5±1.5℃，相対湿度 35±5％の室内で 24 時間以

上静置したものを秤量し，捕集前後の差によって求めた． 
イオン成分の分析は，石英フィルターの 1/4 片を超純

水 10 mL で 20 分間超音波抽出し，孔径 0.45 μm の PTFE
ディスクフィルターでろ過後，イオンクロマトグラフ

（Dionex 製：ICS-1100, 2100）で分析した．測定項目は

SO４
２－，NO３

－，Cl－，NH４
＋，Na＋，K＋，Ca２＋，Mg２

＋の 8 項目である． 
炭素成分の分析は，石英フィルターの 1 cm２を使用し，

カーボンアナライザー（Sunset Laboratory 製：ラボモデ

ル）で IMPROVE プロトコロルに従い分析した．測定項

目は OC1，OC2，OC3，OC4，EC1，EC2，EC3，OCPyro

西新局 

Ｎ Ｎ 

◎ 
元岡局 

◎ 
市役所局 
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である．有機炭素（OC）は OC = OC1 + OC2 + OC3 + OC4 
+ OCPyro，元素状炭素（EC）は EC = EC1 + EC2 + EC3 -
OCPyro で算出した．

Si を除く無機元素成分の分析は，PTFE フィルターの

1/2 片をマイクロウェーブ（Perkin Elmer 製：Multiwave）
で酸分解した後，ICP-MS（Thermo scientific 製：iCAP RQ）

で分析した．測定項目は，Na，Al，K，Ca，Sc，Ti，V，

Cr，Mn，Fe，Co，Ni，Cu，Zn，As，Se，Rb，Mo，Sb，
Cs，Ba，La，Ce，Sm，Hf，W，Ta，Th，Pb の 29 項目

である．Si は，捕集フィルターを蛍光 X 線分析装置

（BRUKER 製：S2 RANGER）で分析した． 

３ 調査結果及び考察 

3.1 PM２．５質量濃度と各成分濃度 

 PM２．５質量濃度及び各成分（イオン成分，炭素成分

及び無機元素成分合計）濃度の測定結果について，季節

毎の平均濃度（「春季」，「夏季」，「秋季」及び「冬

季」）及び四季の平均濃度（「四季」）を算出した．な

お，イオン成分，炭素成分及び無機元素成分の濃度算出

にあたり，検出下限値未満については検出下限値の 1/2
の値を使用した．

3.1.1 PM２．５質量濃度 
PM２．５質量濃度の平均値を表 1 に示す．四季平均濃度

（濃度範囲）は，市役所局では 16.0 μg/m３（3.9～45.6 μg/m
３），元岡局では 14.7 μg/m３（5.3～44.9 μg/m３），西新

局では 15.2 μg/m３（5.7～42.3 μg/m３）であった．  

表 1 PM２．５質量濃度の平均値 

春季 夏季 秋季 冬季 四季

市役所局 15.6 15.5 14.1 18.6 16.0 

元岡局 13.9 15.0 12.5 17.3 14.7 

西新局 14.6 15.8 12.9 17.7 15.2 

市役所局

(平成 29 年度) 

21.8 19.8 12.4 19.5 18.4 

（単位：μg/m３） 

3.1.2 イオン成分 
PM２．５イオン成分の平均濃度を表 2 に示す．四季平均

濃度（PM２．５質量濃度に対する割合）は，市役所局で

7.3 μg/m３（46%），元岡局で 6.8 μg/m３（46%），西新局

で 6.7 μg/m３（44%）を占めていた． 
イオン成分中の SO４

２－の四季平均濃度（PM２．５質量

濃度に対する割合）は，市役所局で 3.9 μg/m３（24%），

元岡局で 3.6 μg/m３（24%），西新局で 3.6 μg/m３（24%）

であった． 

表 2 PM２．５イオン成分の平均濃度 

春季 夏季 秋季 冬季 四季 

SO４
２ｰ 4.4 5.6 2.7 2.9 3.9 

NO３
ｰ 0.50 0.091 0.71 3.6 1.2 

市役所局 NH４
＋ 1.7 1.9 1.2 2.2 1.8 

その他 0.43 0.36 0.41 0.60 0.45 
ｲｵﾝ合計 7.0 7.9 5.0 9.3 7.3 
SO４

２ｰ 4.0 5.3 2.4 2.7 3.6 
NO３

ｰ 0.46 0.11 0.63 3.3 1.1 

元岡局 NH４
＋ 1.6 1.8 1.2 2.2 1.7 

その他 0.39 0.27 0.38 0.66 0.42 
ｲｵﾝ合計 6.5 7.5 4.6 8.8 6.8 
SO４

２ｰ 4.0 5.1 2.5 2.7 3.6 
NO３

ｰ 0.33 0.064 0.62 3.3 1.1 

西新局 NH４
＋ 1.6 1.8 1.2 2.1 1.6 

その他 0.35 0.27 0.37 0.57 0.39 
ｲｵﾝ合計 6.3 7.2 4.6 8.7 6.7 

SO４
２ｰ 5.8 6.4 1.9 3.7 4.4 

NO３
ｰ 0.87 0.16 0.48 3.4 1.2 

市役所局 NH４
＋ 2.6 2.4 0.88 2.5 2.1 

(平成 29 年度) その他 0.30 0.39 0.57 0.47 0.43 
ｲｵﾝ合計 9.6 9.3 3.8 10 8.2 

（単位：μg/m３） 

3.1.3 炭素成分 
PM２．５炭素成分の平均濃度を表 3 に示す．四季平均濃

度（PM２．５質量濃度に対する割合）は，市役所局で OC
：3.9 μg/m３（24%），EC：1.1 μg/m３（7%），元岡局で

OC：3.1 μg/m３（21%），EC：0.73 μg/m３（5%），西新

局で OC：3.4 μg/m３（22%），EC：0.93 μg/m３（6%）で

あった．

表 3 PM２．５炭素成分の平均濃度 

春季 夏季 秋季 冬季 四季 

市役所局 OC 3.5 4.6 3.7 4.0 3.9 

EC 1.0 0.93 1.2 1.4 1.1 

元岡局 OC 2.9 3.7 2.5 3.4 3.1 

EC 0.68 0.51 0.74 1.0 0.73 

西新局 OC 3.2 3.9 3.1 3.5 3.4 

EC 0.82 0.69 0.92 1.3 0.93 

市役所局 OC 4.8 4.8 3.8 3.1 4.1 

(平成 29 年度) EC 1.2 1.3 1.1 1.5 1.3 

（単位：μg/m３） 
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である．有機炭素（OC）は OC = OC1 + OC2 + OC3 + OC4 
+ OCPyro，元素状炭素（EC）は EC = EC1 + EC2 + EC3 -
OCPyro で算出した．

Si を除く無機元素成分の分析は，PTFE フィルターの

1/2 片をマイクロウェーブ（Perkin Elmer 製：Multiwave）
で酸分解した後，ICP-MS（Thermo scientific 製：iCAP RQ）

で分析した．測定項目は，Na，Al，K，Ca，Sc，Ti，V，

Cr，Mn，Fe，Co，Ni，Cu，Zn，As，Se，Rb，Mo，Sb，
Cs，Ba，La，Ce，Sm，Hf，W，Ta，Th，Pb の 29 項目

である．Si は，捕集フィルターを蛍光 X 線分析装置

（BRUKER 製：S2 RANGER）で分析した． 

３ 調査結果及び考察 

3.1 PM２．５質量濃度と各成分濃度 

 PM２．５質量濃度及び各成分（イオン成分，炭素成分

及び無機元素成分合計）濃度の測定結果について，季節

毎の平均濃度（「春季」，「夏季」，「秋季」及び「冬

季」）及び四季の平均濃度（「四季」）を算出した．な

お，イオン成分，炭素成分及び無機元素成分の濃度算出

にあたり，検出下限値未満については検出下限値の 1/2
の値を使用した．

3.1.1 PM２．５質量濃度 
PM２．５質量濃度の平均値を表 1 に示す．四季平均濃度

（濃度範囲）は，市役所局では 16.0 μg/m３（3.9～45.6 μg/m
３），元岡局では 14.7 μg/m３（5.3～44.9 μg/m３），西新

局では 15.2 μg/m３（5.7～42.3 μg/m３）であった．  

表 1 PM２．５質量濃度の平均値 

春季 夏季 秋季 冬季 四季

市役所局 15.6 15.5 14.1 18.6 16.0 

元岡局 13.9 15.0 12.5 17.3 14.7 

西新局 14.6 15.8 12.9 17.7 15.2 

市役所局

(平成 29 年度) 

21.8 19.8 12.4 19.5 18.4 

（単位：μg/m３） 

3.1.2 イオン成分 
PM２．５イオン成分の平均濃度を表 2 に示す．四季平均

濃度（PM２．５質量濃度に対する割合）は，市役所局で

7.3 μg/m３（46%），元岡局で 6.8 μg/m３（46%），西新局

で 6.7 μg/m３（44%）を占めていた． 
イオン成分中の SO４

２－の四季平均濃度（PM２．５質量

濃度に対する割合）は，市役所局で 3.9 μg/m３（24%），

元岡局で 3.6 μg/m３（24%），西新局で 3.6 μg/m３（24%）

であった． 

表 2 PM２．５イオン成分の平均濃度 

春季 夏季 秋季 冬季 四季 

SO４
２ｰ 4.4 5.6 2.7 2.9 3.9 

NO３
ｰ 0.50 0.091 0.71 3.6 1.2 

市役所局 NH４
＋ 1.7 1.9 1.2 2.2 1.8 

その他 0.43 0.36 0.41 0.60 0.45 
ｲｵﾝ合計 7.0 7.9 5.0 9.3 7.3 
SO４

２ｰ 4.0 5.3 2.4 2.7 3.6 
NO３

ｰ 0.46 0.11 0.63 3.3 1.1 

元岡局 NH４
＋ 1.6 1.8 1.2 2.2 1.7 

その他 0.39 0.27 0.38 0.66 0.42 
ｲｵﾝ合計 6.5 7.5 4.6 8.8 6.8 
SO４

２ｰ 4.0 5.1 2.5 2.7 3.6 
NO３

ｰ 0.33 0.064 0.62 3.3 1.1 

西新局 NH４
＋ 1.6 1.8 1.2 2.1 1.6 

その他 0.35 0.27 0.37 0.57 0.39 
ｲｵﾝ合計 6.3 7.2 4.6 8.7 6.7 

SO４
２ｰ 5.8 6.4 1.9 3.7 4.4 

NO３
ｰ 0.87 0.16 0.48 3.4 1.2 

市役所局 NH４
＋ 2.6 2.4 0.88 2.5 2.1 

(平成 29 年度) その他 0.30 0.39 0.57 0.47 0.43 
ｲｵﾝ合計 9.6 9.3 3.8 10 8.2 

（単位：μg/m３） 

3.1.3 炭素成分 
PM２．５炭素成分の平均濃度を表 3 に示す．四季平均濃

度（PM２．５質量濃度に対する割合）は，市役所局で OC
：3.9 μg/m３（24%），EC：1.1 μg/m３（7%），元岡局で

OC：3.1 μg/m３（21%），EC：0.73 μg/m３（5%），西新

局で OC：3.4 μg/m３（22%），EC：0.93 μg/m３（6%）で

あった．

表 3 PM２．５炭素成分の平均濃度 

春季 夏季 秋季 冬季 四季 

市役所局 OC 3.5 4.6 3.7 4.0 3.9 

EC 1.0 0.93 1.2 1.4 1.1 

元岡局 OC 2.9 3.7 2.5 3.4 3.1 

EC 0.68 0.51 0.74 1.0 0.73 

西新局 OC 3.2 3.9 3.1 3.5 3.4 

EC 0.82 0.69 0.92 1.3 0.93 

市役所局 OC 4.8 4.8 3.8 3.1 4.1 

(平成 29 年度) EC 1.2 1.3 1.1 1.5 1.3 

（単位：μg/m３） 
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3.1.4 無機元素成分 
PM２．５無機元素成分合計の平均濃度を表 4 に示す．四

季平均濃度（PM２．５質量濃度に対する割合）は，市役所

局で 1.1 μg/m３（7%），元岡局で 0.94 μg/m３（6%），

西新局で 1.1 μg/m３（7%）であった． 
 

表 4 PM２．５無機元素成分の平均濃度 

 春季 夏季 秋季 冬季 四季 

市役所局 1.3 0.68 1.3 1.0 1.1 

元岡局 1.1 0.58 1.2 0.96 0.94 

西新局 1.2 0.65 1.2 1.2 1.1 

市役所局(平成 29年度) 1.7 0.76 0.81 1.2 1.1 

（単位：μg/m３） 
 
 

４ まとめ 
 

福岡市において，平成 30 年度に市役所局，元岡局及び

西新局で PM２．５の試料採取を行い，PM２．５質量濃度及

び各成分（イオン成分，炭素成分及び無機元素成分）濃

度の測定を行った．その結果，いずれの測定局において

も SO４
２－及び OC の割合が高く，それぞれ 2 割程度を占

めた．  
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